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◉17年間のありがとうを

英彦山スロープカー車両更新
平成17年10月から英彦山の過酷な自然環境の中、運行し
てきた英彦山スロープカーの車両更新が行われています。
長年の運行で電気系統の劣
化などが進んだ旧車両は２
月に撤去が始まり、英彦山
神宮奉幣殿の朱色などをイ
メージした新車両は、３月
下旬に運行開始予定です。 ↑３月下旬運行開始予定の製造中の新車両

Photo ：大雪の英彦山を走るスロープカー
　　 　（令和４年12月19日撮影、写真提供：（一財）英彦山観光福祉協会）
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そえだ公園

桜まつり開催

１５００本のサクラが皆さんをお出迎え
ステージイベント

３月２６日
公園ライトアップ

３月下旬～
ソエダノサクラソエダノサクラソエダノサクラ

年に１度のサクラのキセツ。 ワクワクたくさんサクラサク。

大字英彦山場 所

３月下旬見 頃

サン・スポーツランド

西添田駅 添田公園

岩石山

油木ダム

英彦山神宮
参道

英彦山花園

ソエダマチ

田中河川公園

日嶽の里

　国指定重要文化財「銅鳥居」から始ま
る約800メートル、410段の石段や美し
い石畳で作られた英彦山神宮参道。参
道沿いには桜が多く、天候にもよりま
すが４月上旬に行われる英彦山神宮御
神幸祭では、桜並木を白い法被姿の男
衆が神

みこし
輿を担いで駆け抜けます。

大字英彦山場 所

３月下旬

　陣屋ダム下流にある田中河川公園。桜は公
園内だけでなく、中元寺川沿いにも多く植え
られ、川の音や
鳥のさえずりな
ど、五感で春を
感じることので
きる、貴重な公
園です。

見 頃

大字庄場 所 ２月下旬～３月上旬見 頃

　サン・スポーツランドの西側のり面に町制施行100
周年を記念して植樹された河津桜。開花はソメイヨシ
ノなどよりも早く例年
２月下旬には見頃を迎
えます。河津桜が散っ
た後は、向かいの西添
田駅周辺の桜が見頃を
迎えます。

大字中元寺場 所 ３月下旬見 頃

　スロープカーに乗ると、咲き誇
る桜を横から見ることができます。

ＳＯＥＤＡーＰＡＲＫ ＳＡＫＵＲＡーＦＥＳ．２０２３

そえだ公園桜まつり
　公園内のライトアップ、竹灯籠設置は３月下旬予定

添田公園会場 11：00～19：30

３月26日（日）
　　　　　　　　　　　少雨決行

添田町商工会青年部主催イベント 10：00～15：00 町体育館会場

中島家住宅会場 10：00～16：00

▶ステージイベント （公園内野外音楽堂）

和太鼓やキッズダンス、バルーンパフォーマンス、太極拳、
フラダンスなど、大人から子どもまで楽しめるステージです。
▶フィナーレを彩る夜のレーザーショー 19：00 ～

▶デジタルスタンプラリー

会場内や周辺のポイントを巡ってスタンプを５つ集めると、
素敵な商品があたる「ガラポン抽選会」に参加できます。

▶Ｄ （丼） -1 グランプリ

旨い丼（どんぶり）を食べ比べ！そえだ№１丼が決定
▶ご当地グルメ・特産品フェア （飲食・物販ブース）　　▶モルック体験＆トーナメント大会

▶警察署 消防署による試乗体験などのデモンストレーション

問 役場まちづくり課観光振興係（☎ 82-1236）

３　広報そえだ（令和５年３月号）

英彦山
大権現

英彦山
大権現
別院

▶コマやヨーヨー、万華鏡など昭和遊び絵付体験

▶庭園で楽しむ「野
の だ て
点」

中島家の庭園で抹茶を味わいながら、和の風情を堪能！
▶ミニステージイベント

↑イベントの詳細は
　SOEDA－NAVIを
　チェック

英彦山神宮参道沿いの桜 英彦山花園の桜
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園公園公園の

添田公園に設置される予定の竹灯篭
明かりがともると、幻想的な空間に

※注…見頃は予想です。桜の鑑賞や撮影は法令やマナーを守ってください。
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◉未来へ残すべき郷土の景色

添田町景観計画策定中
　山形県の羽黒山、奈良県の大峰山とともに「日本三大修験山」に数えられ、山伏の
坊舎跡など往時をしのぶ史跡が数多く残る英彦山を有する添田町。英彦山の麓に広が
る田園風景、桜咲き誇る添田公園、国指定重要文化財の中島家住宅、旧数山家住宅な
ど町内の至る所に未来へ残さなければならない風景があります。この歴史的な風景を
守り後世へと引き継ぐために、町では景観計画の策定に向けた取り組みを行っていま
す。今回は景観計画策定のために昨年実施したアンケートの結果をお知らせします。

アンケート調査結果について
　景観計画の策定にあたり、皆さんの景観に関する考えや思いを知るために昨年
の10月に「町の景観づくりに関する町民アンケート」と題し町民の中から無作為
に1,000人の方を抽出し実施しました。アンケート内容と回答の一部を紹介します。

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎ 82-1236）

◉町の現在の景観に対する評価について
添田町の景観について、❶全体的に自慢できる

　景観である　❷一部、自慢できる景観である　

　❸自慢できる景観はあまりない　❹全く自慢で

　きる景観ではない　❺添田町全域の景観につい

　て考えたことがない　の５項目で調査したとこ

　ろ、町全体の景観に対して８割の人が「町には

　自慢できる景観がある」と回答しました。

伏の
広が
宅な
景を

◉

　山形県
坊舎跡な
る田園風
ど町内の

花見ヶ岩公園から望む英彦山

景観計画とは・・・
　「景観計画」とは、「景観法」に基づき、景観行
政団体が良好な景観の保全・形成を図るための計
画です。添田町は令和４年２月４日に景観行政団
体への移行が完了しています。景観計画では添田
町らしい守るべき景観を明らかにするとともに、
良好な景観を維持・継承するための方針やルール
を定めます。

景観とは・・・

自然や街並みと歴史・文化によりつくられるまちの自然や街並みと歴史・文化によりつくられるまちの
雰囲気といった「景」（風景、景色）と、それを「観」雰囲気といった「景」（風景、景色）と、それを「観」
る人の観方によって成り立ちます。る人の観方によって成り立ちます。

自然や街並みと歴史・文化によりつくられるまちの
雰囲気といった「景」（風景、景色）と、それを「観」
る人の観方によって成り立ちます。

◉町の景観に対する意見について
　▶良いと感じる町の景観について

　　季節感が感じられる自然や英彦山などの山々

　　の風景、山からの眺望など、町ならではの自

　　然環境に関する景観が高く評価されました。

　▶悪いと感じる町の景観について

　　老朽化した空き家・空き店舗、活気が感じら

　　れない街並み、耕作されずに荒れている農地

　　といった景観が低く評価されました。

◉景観づくりのルールに関して
景観づくりのルールについて、　

　回答者の８割が何らかのルール

　を設けたほうが良いと答えてい

　ます。また、空き地・空き家・

　空き店舗に関するルールが必要

　という回答が多くありました。

全体的に細やかなルール ７％

無回答 １％

全体的に自慢できる
11％

一部自慢できる
69％

あまりない 11％

全体的に
緩やで、
重要地区に
細やかな
ルール
36％

全く自慢
できない １％

考えたことがない ７％

全体的に
緩やかな
ルール
19％

重要地区に
限る

ルール 19％

必要ない
10％

その他 ５％
無回答 ４％

▶どのようなルールが必要？

アンケ
ートは

332人

の方に
回答い

ただき

ました
。ご協力

、あり

がとう
ござい

ました
。      

今からサクラが綺麗な季節ね。私はその後の新緑に溢れる英彦山も大好きなの。ワクワクしちゃう。この風景、大事に残していかなくちゃね！

田園風景（中元寺地区）

彦山川の景色 英彦山神宮参道



７　広報そえだ（令和５年３月号）

道 の駅歓遊舎ひこさんに、あなたの商品を出
品してみませんか。令和５年度の出品者の

募集を行います。
◉応募資格　町内在住者
◉受付期間　４月１日土～30日日
※新規出品希望者には、後日説明会を行います。
※手続きの受付時間は９時から17時までです。
※今期は置き場確保が困難なことから手工芸品出
品者の新規募集は行いません。
▶受付・問い合わせ 
　道の駅歓遊舎ひこさん
　　　　　 （☎ 47-7039)

奨学金のお知らせ

◉教育のひろば

添田町の学生たちのために少しでも役立ててほし

いと、町出身の佐藤知也さんから頂いた寄附金を基

に創設した、返済義務のない給付型奨学金です。

▶修業期間が４年間以上の大学に進学、在学している

　学生
▶高校３年時の成績評定平均が4.0以上の人

▶保護者等が２年以上、添田町に在住している世帯の人

▶町民税所得割額の世帯合計が12万６千円未満である

　こと
▶町税、その他使用料（給食費、保育料、住宅家賃、水道

料）の滞納がないこと

●返済の必要のない給付型奨学金　　　　

添田町佐藤知也給付型奨学金

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

家庭の経済的な理由や新型コロナウイルスに
よる経済状況の悪化などで就学が困難となって
いる、意欲ある本町の学生のために役立ててほ
しいと、中山産婦人科医院長の中山麻子さんか
ら頂いた寄附金を基に創設した返済義務のない
給付型奨学金です。

▶国家資格取得に必要な学科・課程の履修、技能を
　習得するための高校、大学等（短大、専修学校専門
　課程）に進学、在学している学生
▶高校３年時の成績評定平均が3.5以上の人
▶保護者等が２年以上、添田町に在住している世帯
　の人
▶町民税所得割額の世帯合計が12万６千円未満で
　あること
▶町税、その他使用料（給食費、保育料、住宅家賃、水
　道料）の滞納がないこと　

添田町の子どもたちにとって、将来の夢への
一助となることを願い、３つの返済の必要のな
い給付型奨学金と無利子貸与型奨学金の申請を
受け付けます。受付期間は４月３日月から４月
28日金までとなります。必要書類など詳しくは
問い合わせください。

添田

●返済の必要のない給付型奨学金

添田町中山麻子給付型奨学金

添田町育英資金【無利子貸与型】

添田町在住の高等学校以上の学校に進学する子ど
もたちを有用な人材へと育成する目的で行ってい
る、無利子貸与型の奨学金です。
■ 受給資格

▷町内に２年以上在住する人　▷身体強健で学業優
秀な人　▷品行方正、志操堅実な人
■ 奨学金額および給付期間
▷高等学校、またはこれと同程度の学校　◎奨学金
月額１万２千円以内、◎入学支度金　２万４千円以
内
▷大学（短大含む）　◎奨学金　月額２万２千円以内、
◎入学支度金　６万円以内
▷在学する大学等の正規の修業期間
■ 採用人数　▷若干名

受給資格

奨学金額　　月額３万円

受給資格

採用人数　　年間２人まで

奨学金額　　月額３万円

採用人数　　年間３人まで

※在学する大学の正規の修業期間。

※在学する大学等の正規の修業期間。

田川市と郡内各町村が締結した田川広域定住自立圏

形成協定に基づき創設された、返済義務のない給付型

奨学金です。

▶申請者本人または保護者が申請時に添田町に住所を有

　し、田川地区内に継続して１年以上住所があること

▶大学等（短大、専修学校専門課程、高専の４学年）に進学

　する人
▶24歳未満で高校1～3年時の成績評定平均が3.5以上の人

▶町民税所得割額の世帯合計が12万６千円未満であること

▶町税、その他使用料（給食費、保育料、住宅家賃、 水道料）

　の滞納がないこと

●返済の必要のない給付型奨学金　　　　

添田町奨学金　　　　　

奨学金額　　月額３万円

採用人数　　年間６人まで
※在学する大学、大学院の正規の修業期間。

入学支度金　 入学年度のみ15万円

受給資格

高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らし
続けることができるよう「添田町地域包括

支援センター」では、医療・介護・予防・福祉・生
活などに関するさまざまな相談に応じています。
▷最近つまづくことが多くなった　▷もの忘れが
気になる　▷日常生活の中で不安なことがある　
▷今後の介護・医療のことが心配　▷お金の管理
に自信がなくなった　▷高齢者の権利擁護につい
て聞いてみたい　など、気軽に相談ください。
◉「出前講座」公民館などに伺います

　公民館活動や隣組などの地域活動、高齢者の交
流の場などに職員が伺い、介護保険や認知症につ
いての「出前講座」も行っています。
問 添田町地域包括支援センター（☎41-3888）
　 住所：添田町大字添田1247-1（旧児童館）

ん
3939
ん
9)))9)9)))))

まちからのお知らせ＆情報

自慢の商品を出品してみませんか

福岡県からのお知らせ

ルールを守って福岡県育成品種を育てましょう

高齢者の総合相談窓口です

高齢者の医療や介護、生活に
関する困りごと、相談ください

歓遊舎ひこさん
新規出品者を募集します

福 岡県では県産農林産物のブランド化、新品
種の開発を進めており、水稲「元気つくし」

やいちご「福岡Ｓ６号」（あまおう）、いちじく「と
よみつひめ」などの育成、生産振興に努めています。
　これらの福岡県育成品種は種苗法の規制により、
無断で種子、苗の増殖や譲渡、輸出をすることが
禁止されています。ルールを守り、県育成品種を
育てましょう。

◉福岡県育成品種

イチゴ「福岡Ｓ６号」（あまおう）

梨「玉水」小麦「ちくしＷ２号」（ラー麦）

アジサイ「筑紫の風」

水稲「元気つくし」

イチジク「とよみつひめ」柿「福岡Ｋ１号」（秋王）

◉無断で行ってはいけない事項
▷種苗登録した種や苗をつくること（増殖するこ
と）  　▷種苗登録した種や苗を譲渡したり輸出し
たりすること　▷種苗登録した種や苗を指定され
た地域外で栽培すること
◉種や苗を買うには
　福岡県と契約をした農業関係団体や育苗業者だ
けが種や苗を売ったりすることができます。正規
の販売元以外から買ったりもらったりして栽培す
ると、無断栽培となる恐れがあります。
問 福岡県農林産物知的財産権センター （☎092-924-2986）

広報そえだ（令和５年３月号）　６

町に住所を有

円

添田町

赤村
大任町

香春町

福智町

糸田町
田川市

川崎町

進学

円

で

程の履修、技能を
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まちの話題
My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

森林環境譲与税を活用した木育事業

木への興味を育む、木製品の贈り物
今川流域市町村連絡協議会環境講演会

きれいな海を守るため、今出来ることは

　今川流域４市
町村で組織する
今川流域市町村
連絡協議会（寺
西明男会長）は
２月11日、町民
会館で海洋プラ
スチックごみ問
題をテーマに講
演会を開催しま
した。講師の九州大学の磯辺篤彦教授は「海洋ごみの７割
は腐らないプラスチックで、海岸汚染や魚の誤飲が起きて
いる。その使用量を減らすことが大事」と指摘していました。

図書館・子育て支援センター布のおもちゃ制作講座

健やかな成長を願い、一針に思いを込めて

↑育児に忙しいお母さんも託児があるので、集中してできました

↑２月８日、聖光保育園の園児にフォトフレームが贈られました

　町は森林環境
譲与税を活用し、
公共施設に本棚
など木製品の設
置や、幼いとき
から木に慣れ親
しみ環境や森林
に対する興味を
育むため、木育
を進めています。
その一環として乳幼児にヒノキを利用した木のおもちゃ
や、町内保育園・幼稚園を今月卒園する園児に、スギで
作ったフォトフレームがプレゼントされました。

めんべい添田町工場太陽光発電システム稼働報告会

めんべい添田町工場をサステナブルに

↑「環境に対しさらなる取り組みを考えたい」と話す田中社長㊥

　2月 6日、㈱
山口油屋福太郎
の田中洋之代表
取締役社長や寺
西町長らが出席
して、めんべい
添田町工場で太
陽光発電システ
ム稼働報告会が
開かれました。
今回の太陽光発電設備の設置でめんべい添田町工場は年
間電気使用量の約３割をカバーする年間22万キロワット
を発電し、より人と環境に優しい工場となります。

第29回非行防止標語コンクール

悪いこと  親の顔みて  出来ますか？

　第29回非行防止標語コンクール（田川警察
署、少年補導員連絡会添田・大任支部合同部
会主催）が行われ、本町と大任町の小学６年
生と中学２年生から寄せられた標語 188 点
から９点の入賞作品が決まりました。本町か
らは小学校の部で真木小の森田舵

た く と
空橙さんの

『悪いこと　親の顔みて　出来ますか？』が最
高賞の金賞を受賞。そのほかの入賞者は次の
とおりです。▶小学生の部▷銀賞＝田中望

のぞむ
夢

さん／中元寺小▷銅賞＝西嶋雅
う た
樂さん／落合

小▷優秀賞＝川面咲
み ゆ な
夢那さん／添田小▶中学

生の部▷銀賞＝松井獅
しおん
桜さん／添田中▷銅賞

＝松嶋心
み ゆ
優さん／添田中

↓金賞を受賞し、藤井公義少年補導員連絡会添田・大任支部合同部会会長から表彰される森田さん㊧

↓二分の一成人証書を手に笑顔の児童と保護者。これからも家族や友達を大切に、夢へ向かって進んでください

二分の一成人式

10年分の感謝と未来への決意を

　小学４年生が、これまでの感謝や将来の夢
を決意する二分の一成人式が町内各小学校で
行われました。１月27日に落合小学校で行わ
れた式では、児童が制作したスライドショー
をバックに、自動車整備士やパン屋さん、警察
官、ユーチューバーなどそれぞれの将来の夢
を発表した後、保護者へ「いつもご飯を作っ
てくれてありがとう」など感謝を伝えます。
また保護者からは児童に「産まれてきてくれ
てありがとう。これからは家族より友達との
つながりが強くなりますが、家族はいつも見
守っています」など愛のこもったメッセージ
が贈られ、教室は涙と感動で溢れていました。

↓14歳の自分から20歳の自分へのメッセージ「二十歳のキミへ」を代表して6人の生徒が発表しました

添田中学校立志式

大人になった自分へ送るメッセージ

　自分の夢や将来の希望に向かい努力を決意
し、表明する添田中学校立志式が２月14日、
町民会館で行われ、２年生64人が「二十歳のキ
ミへ」をテーマに、６年後の自分あてに書いた
手紙を６人の生徒が発表しました。サッカー
に打ち込む村滝るかさんは「将来はプロサッ
カー選手か、教師になりたい。今はサッカー
を頑張り神村学園へ進学して、センターバッ
クでゴールを守りたい。誰よりも努力し、自
分が納得できる自分になれるまで前に進み続
けてください」と20歳の自分へ呼びかけまし
た。この手紙は寺西町長に託され、６年後の
二十歳のつどい開催時に本人へ手渡されます。

↑表彰状を手に末松範之田川警察署長（後段左から２人目）など関係者と記念写真に納まる児童、生徒たち

添田町農業委員会

安藤さんに福岡県農業会議会長表彰

↑安藤さん㊧は２期６年間、町農業委員会会長も務められました

　添田町農業委
員として、地域
農業の発展に尽
力した添田町農
業委員の安藤一
佳さん（下落合）
が福岡県農業会
議会長表彰を受
けました。安藤
さんは、５期15
年に渡って広く農業者の声を聞き、農地の適正利用の推
進や担い手の育成、耕作放棄地の解消などに積極的に取
り組まれた功績が認められての表彰となりました。

福岡県文化団体連合会創立30周年記念表彰

町文化連盟山下会長、倉田事務局長が表彰

↑寺西町長㊥に報告に訪れた山下会長㊧と倉田局長㊨

　県文化団体連
合会から町文化
連盟の山下政一
会長が特別文化
功労者表彰を、
倉田主税事務局
長が文化功労者
表彰を受け、２
月14日、寺西町
長に報告に訪れ
ました。町の文化発展に功績のあったとして表彰された
山下会長と倉田局長は「このような賞を頂き光栄です。
今後も添田の文化振興に努めます」と話していました。

↑河川で捨てられたごみが、海洋ごみの約８割を占めます

↑64人分の手紙を寺西町長に手渡す梶原嵐太朗さん

　２月７日から
５回にわたって
町立図書館と町
子育て支援セン
ターで布のおひ
なさまづくりが
行われました。
フェルトを使っ
てお菓子に見立
てたおひなさま
を縫っていく参加者たち。講師を務めた虹の会の皆さん
は「真っすぐ縫えない時は深呼吸。焦らずに急がずに。
育児も裁縫もゆっくりね」と参加者に話していました。



※本町では投票時間を２時間繰り上げています。

◉期日前投票

時間：午前８時30分 ～午後８時

場所：役場１階期日前投票所

◉今回の選挙に投票できる人◉今回の選挙に投票できる人
　満　満1818歳以上（平成歳以上（平成1717年４月年４月1010日までに生まれた人）で、令和４年 月
日までに転入届を提出した人。日までに転入届を提出した人。
◉不在者投票◉不在者投票

挙管理委員会で不在者投票ができます。挙管理委員会で不在者投票ができます。
◉郵便投票◉郵便投票
　身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介護保険証を持ち、一定

する場合は事前に所定の手続きをする必要がありますので、
選挙管理委員会に問い合わせてください。選挙管理委員会に問い合わせてください。

◉選挙に関する問い合わせ／添田町選挙管理委員会（☎ 82-1231） 

福岡県議会議員一般選挙

◉期日日前投投票票
　≫４月１日土 ～４月８日土

◉今回の選挙に投票できる人
　満18歳以上（平成17年４月10日までに生まれた人）で、令和４年 月
日までに転入届を提出した人。
◉不在者投票

挙管理委員会で不在者投票ができます。
◉郵便投票
　身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介護保険証を持ち、一定

する場合は事前に所定の手続きをする必要がありますので、
選挙管理委員会に問い合わせてください。

想いよ届け、未来へのバトン想いよ届け、未来へのバトン

では投票時間を２時間繰り上げています。※本町では投票時間を２時間繰り上げています。※本町では投票時間を２時間繰り上げています。

想いよ届け、未来へのバトン

２時間繰り上げています※本町では投票時間を２時間繰り上げています※本※本町で町では投は投票票時間を間を２時時２時間繰間繰り上り上げげてげていまいますす

投票日 投票日 ４月９日日　午前午前７時～午後 時投票日 ４月９日日 午前７時～午後 時

親子で楽しむ！
ひこさんで冬あそび

　２月12日、英彦山のカフェＨＩＫＯＮＩＷＡ

で「親子で楽しむ！ひこさんで冬あそび」が開

催されました。英彦山で冬にできるイベントが

少ないことから、英彦山門前町同好会とこてん

ぐ塾が共催して開催されたこのイベント。昔な

がらのまいぎり火起こし器を使っての火起こし

体験や、木の幹に切り込みを入れ燃やし、手軽

に焚き火が楽しめるスウェーデントーチを制作

した参加者たち。この日は天気に恵まれ残念な

がら積雪はなかたっため、雪だるま作りやそり

遊びはできませんでしたが、起こした火でマ

シュマロをあぶって食べるなど、特別な体験を

楽しみました。

親子で楽しむ！
で冬あそび

ＷＡ

☎ 82-1231） 

令和４年令和４年令和４年年 月月

定定定

午後 時～午時～午後時～午後 時時時
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３月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

宮下 桜
おうが

雅ちゃん
３月29日生 ❹・真木

桜雅お誕生日おめでとう♥歌&
ダンスが大好きな桜雅♪2人の
お兄ちゃんと仲良くねー😘

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先を下記アドレスまで送信してください。

　koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

送信先

４月生まれは、
３月15日水
までに投稿ください！

小島 晄
こうせい

晴ちゃん
３月16日生 ❺・下落合

とてもおしゃべりになったこう
せいくん、誕生日おめでとう！
４月から年長さん☆がんばって
ね☆

文
芸
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時
記

◉
４
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

３
月
15
日
水
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
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川
柳
の
区
分
を

書
い
て
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だ
さ
い
。
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役
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報
・
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―
４
０
０
０
）
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院
人
材
局
試
験
課

（
☎
03
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１
）

試
験
に
関
す
る
こ
と
＝
福
岡
国
税

局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
☎
092
―
411
―
０
０
３
１
）

　

４
年
ぶ
り
に
1
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
・
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
ふ

れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

初
め
て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
と
き　

３
月
23
日
木
、
24
日
金
、

27
日
月
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日
、　

10
時
出
発
〜
16
時
添
田
到
着
予
定

※
行
政
区
で
日
に
ち
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
日
に
ち
の
指
定
は
で
き
ま
せ

ん
。

▼
行
先　

湯
の
迫
温
泉
太
平
楽
（
上

　

毛
町
）

▼
対
象
者　

①
75
歳
以
上
の
現
在
1

　

人
暮
ら
し
の
人
で
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

　

チ
ン
を
３
回
以
上
接
種
済
み
の
人

　

②
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で
に
身

　

体
障
が
い
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

　

級
を
取
得
し
た
人
で
、
コ
ロ
ナ
ワ

　

ク
チ
ン
を
３
回
以
上
接
種
済
み
の

　

人
▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
10
日
金

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

今
年
の
英
彦
山
神
宮
御
神
幸
祭
で

は
、
４
０
０
キ
ロ
以
上
あ
る
御
神み
こ
し輿

が
４
年
ぶ
り
に
３
基
、
渡
御
還
御
す

る
予
定
で
す
。
英
彦
山
神
輿
会
で
は
、

御
神
輿
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
御
神
輿
を
担
い
で
、
千
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
英
彦
山
神
宮
の
御
神

幸
祭
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
ま
せ

ん
か
。
体
力
の

あ
る
人
、
大
歓

迎
で
す
。

▼
と
き　

４
月
８
日
土
、
９
日
日　

　

ど
ち
ら
も
午
後
１
時
集
合

▼
集
合
場
所　

８
日
＝
英
彦
山
神
宮

　

奉
幣
殿
、
９
日
＝
下
の
宮
・
旅
殿

　
（
銅か
ね
の
と
り
い

鳥
居
そ
ば
）

▼
参
加
申
込
期
限　

３
月
15
日
水

※
当
日
は
な
る
べ
く
白
色
無
地
の
服

装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
英
彦
山
神
輿
会
篠
﨑
さ
ん

（
☎
090
―
８
６
６
３
―
０
７
５
３
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、専
門
知
識
や
技
能
を
学

ぶ
６
か
月
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所
で
は
、
平
日
に
随
時
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
個
別
説
明
や
出
張
説
明

も
可
能
で
す
。
保
護
者
か
ら
の
連
絡

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
試
験
日　

６
月
４
日
日

▼
受
験
資
格　

①
平
成
５
年
４
月
２

　

日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

の
人　

②
平
成
14
年
４
月
２
日
以

　

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
に
該
当

　

す
る
人　

⑴
大
学
（
短
期
大
学
を

　

除
く
）
を
卒
業
し
た
人
、
お
よ
び

　

令
和
６
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　

業
す
る
見
込
み
の
人　

⑵
人
事
院

　

が
⑴
に
該
当
す
る
人
と
同
等
の
資

　

格
が
あ
る
と
認
め
る
人

▼
試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

▼
受
付
期
限　

３
月
20
日
月

※
受
験
案
内
を
確
認
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
申
し
込
み
に
関
す
る
こ
と
＝
人
事

問 田川地区消防本部警防課（☎ 44-6225）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

▼
予
約
先

Q
T
モ
バ
イ
ル
北
九
州

　

小
倉
店　

▼
予
約
方
法　

電
話
で
「
ス
マ
ホ
相

　

談
会
の
件
で
問
い
合
わ
せ
」
と
伝

　

え
て
く
だ
さ
い

▼
予
約
受
付
時
間　

10
時
〜
20
時

※
第
一
火
曜
日
は
13
時
〜
20
時
。

問
Q
T
モ
バ
イ
ル
北
九
州
小
倉
店

  

（
☎
093
―
981
―
０
４
８
１
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
日
々
深
刻
さ
を

増
す
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
多
重
債

務
（
借
金
）
に
関
す
る
問
題
に
、
司

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
い
方
を
知
り
た

い
人
や
料
金
を
見
直

し
た
い
人
、
新
し
い

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

変
え
た
い
人
に
、知
識
豊
富
な
ス
タ
ッ

フ
が
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
プ
ラ
ン

の
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
月
第
２
水
曜
日　

11
時

　

〜
17
時

法
書
士
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
18
日
土
10
時
〜
16
時

▼
相
談
方
法　

電
話
／
相
談
無
料

▼
相
談
電
話
番
号　

０
５
７
０
―
783

―
544

相
談

※
相
談
会
当
日
以
降
も
こ
の
電
話
番

号
で
、
平
日
18
時
〜
20
時
は
相
談
可

能
で
す
。

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

公
共
職
業
訓
練
生
（
５
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
採
用
試
験

献血にご協力をみんなができる
　助けあい！

10時～12時30分
13時30分～16時
10時～12時30分
13時30分～16時　　 　♥とき　３月29日水

　　 　♥ところ　添田町役場
　　 　♥対象者 体重が50キロ以上の人で、
　　 　　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
　　　 ※65歳以上の人は、60～64歳に献血経験が
　　　 ある人。
　　　 問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 31-5001）

Information くらしに役立つ情報満載

試
験

国
税
専
門
官
採
用
試
験

▼
訓
練
期
間　

５
月
９
日
火
〜
10
月

27
日
金

▼
訓
練
科
名　

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ

　

ー
タ
ー
科
／
定
員
12
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

４
月
６
日
木

▼
入
所
選
考　

４
月
12
日
水
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

◉
施
設
見
学
会

▼
と
き　

３
月
22
日
水
13
時
〜

※
予
約
不
要
で
す
。
直
接
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
飯
塚
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク

参
加
者
募
集

返
済
に
お
困
り
の
方
の
た
め
の

電
話
相
談
会

を

英
彦
山
神
宮
御
神
幸
祭

担
ぎ
手
募
集

通常であれば助けられる命を助けるために

救急車の適正利用に
ご協力をお願いします

全国的に救急車の出動件数・搬送人数は増
加傾向で、救急隊の現場までの到着時間

も遅くなっています。田川地区消防本部管内で
は、昨年12月１日から１月15日までの救急出動
件数は1,256件で、そのうち約50％が軽症という
現状です。搬送件数の増加に伴い、現場滞在時
間が５時間を越えたり、搬送先病院への問い合
わせ件数が45回を越えたりするなどの救急搬送
困難事案が多数発生しています。地域の限られ
た救急車を有効に活用し、緊急性の高い症状の
人にできるだけ早く救急車が到着できるよ
うにするため、救急車の
適正利用に協力
をお願いします。

◉救急車を呼ぶか迷うとき、119番の前に…
▶救急医療電話相談【＃7119】
急な病気やけがで救急車を呼ぶか、病院に行

くか迷ったときに、医療機関の受診や救急車の
利用などについて看護師がアドバイスします。

▶小児救急医療電話相談【＃8000】　
平日夜間・休日の時間帯に、小さなお子さん
の急な病気（発熱・嘔吐・けいれんなど）やけ
がに対して、看護師や小児科医が相談に応じ救
急車の利用などについてアドバイスします。

【田川地区管内で火災が多発しています】
今年に入り、田川地区で建物火災が多発して
います。昨年１年間の建物火災による人的被害
は死者３人、負傷者６人でしたが、今年は死者
２人、負傷者２人と約２か月で昨年１年間の被
　　　　害者数に近づいています。空気が乾燥
　　　　し、火災が非常に発生しやすい時期が
　　　　続いています。こんろを使うときは火
　　　　のそばを離れないなど、火の取り扱い
　　　　に十分注意してください。

　昨年12月から今年１月にかけて、思い出エ
ピソードとともに、津野住民の“あの頃”の
写真を募集する「あの
頃のミスター津野・ミ
ス津野コンテスト」を
開催し、合計71人の皆
さんから応募がありま
した。その後、津野地
区の区長や婦人会の皆
さんによる審査会を行
い、ついに「あの頃の
ミスター津野・ミス津野」が決定しました。
下記日程で展覧会を開催し、受賞者の発表を
行います。ぜひ、お越しください。

◆とき ３月10日金・11日土・12日日
　　　　 10時～ 16時
◆ところ　津野公民館
　　　　　（添田町大字津野6059番地 )
◆その他
　受賞者の発表は、インスタグラム
でも行います。二次元コードを読み
取ってぜひご覧ください。

問 役場まちづくり課まちづくり推進係
　（☎ 82-5965）

↓Instagram

あの頃のミスター津野・
ミス津野が決定しました

展覧会を開催します

毎
月
第
２
水
曜
日
に

ス
マ
ホ
相
談
会
開
催
中

人
権
擁
護
委
員
に
上
半
さ
ん
と
⻆
﨑
さ
ん

　

上
半
淳
一
さ
ん（
添
田
東
）と
⻆
﨑
久
美
さ
ん
（
下

落
合
）
が
１
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員

は
人
権
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
に
、
そ
え
だ

ジ
ョ
イ
で
「
心
配
ご
と
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
人
権
同
和
推
進
係

（
☎
82
―
５
８
０
０
）

募
集

た救急車を有効に活用し、緊急性の高い症状の
人にできるだけ早く救くく 急車が到着できるよよ
うにするため、救急車の
適正利用に協力
ををお願いします。

２人、負傷者２
　　 　　害者数
　　　　し、火
　　　 続いて
　 　 のそばを
　 　　に十分注



広報そえだ（令和５年３月号）　1415　広報そえだ（令和５年３月号）

添
田
町
出
身
の
中
村
瑠
美
子
さ
ん
著

「
う
き
は
春
風
」
出
版

　

添
田
町
出
身
の
中
村
瑠
美
子
さ
ん
が
「
う

き
は
春
風
」
と
題
し
た
小
説
を
東
京
の
文
芸

社
か
ら
出
版
し
ま
し
た
。
大
正
時
代
の
山
春

村
（
現
在
の
う
き
は
市
）
に
４
年
半
実
在
し

た
日
本
初
の
農
村
劇
団
「
嫩わ
か
ば
か
い

葉
会
」
を
め
ぐ

る
物
語
。
方
言
指
導
に
髙
木
典
雄
う
き
は
市

長
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
３
月
１
日
か
ら
全
国
の
書
店
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
定

価
は
660
円
（
税
込
）。
ぜ
ひ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▼
ワ
ク
チ
ン
予
約
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
31
―
５
０
０
０
）

問
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

係
（
☎
31
―
５
０
０
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●人　口　8,808 人（ー20人）
●男　性　4,162 人（ー７人）
●女　性　4,646 人（ー13人）
●世帯数　4,524世帯（ー10世帯）

人の動き １月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　３月７日火、３月28日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　３月８日水13時～、３月10日金 15 時～
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　３月14日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　３月14日火（10時～）、３月23日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●出生　３ 人
●死亡 22 人
●転入　９ 人
●転出 10 人

警察署からのお知らせ
●サポート詐欺に注意しましょう
　サポート詐欺とは、パソコンの画面に「ウイル
スに感染した」などと嘘の警告を表示し不安をあ
おり、電話をかけさせて料金をだまし取る詐欺で
す。表示された電話番号には絶対に電話をしない
でください。慌てず警察に相談しましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

１月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 ９（＋５） ９

　人身事故 ０（ー１） ０

　死亡者 ０（±０） ０
　負傷者 ０（ー１） ０

納期限のお知らせ
●３月31日金が納期限です
　▷後期高齢者医療保険料（９期）
※口座振替日は３月27日月です。
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

に
一
度
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

係
（
☎
31
―
５
０
０
１
）

　

Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、
今
年

夏
開
業
の
B
R
T
ひ
こ
ぼ

し
ラ
イ
ン
に
導
入
す
る
電

気
バ
ス
車
両
を
、
車
両
性

能
や
機
器
類
な
ど
の
確
認

を
目
的
に
一
般
道
で
の
試

験
走
行
を
行
い
ま
す
。

▼
試
験
走
行
日　

３
月
７
日
火
〜

▼
試
験
走
行
区
間　

添
田
駅
〜
日
田

　

駅
間

▼
対
象
車
両　

電
気
バ
ス
車
両
４
台

※
試
験
走
行
時
刻
は
未
定
で
す
。
ま

た
、
試
験
走
行
の
実
施
日
も
不
定
期

と
な
り
ま
す
。
B
R
T
専
用
道
の
工

事
進
捗
に
併
せ
て
、
専
用
道
で
の
試

験
走
行
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
他
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.

jrkyushu.co.jp/train/hi
koboshiline/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
全

額
公
費
で
受
け
ら
れ
る
の
は
３
月
31

日
金
ま
で
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、
早
め
の
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
４
月
以
降
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
国
の
方
針
が
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

基
本
料
金
が
発
生
し
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
水
道
課
管
理
係

（
☎
82
―
５
９
６
１
）

　

今
年
度
21
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

人
に
は
子
宮
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
を
、
41
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

人
に
は
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
を
令
和
４
年
６
月
ご
ろ
に
送
っ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら

も
有
効
期
限
は
、

３
月
31
日
金
で
す
。

ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
人
は
期
限
ま

で
に
ぜ
ひ
、
一
生

▼
縦
覧
場
所　

役
場
住
民
課
税
務
・

　

滞
納
対
策
係

▼
対
象
者　

令
和
５
年
度
に
固
定
資

　

産
税
が
課
せ
ら
れ
る
人

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

３
月
、
４
月
は
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
時
期
で
す
。
引
っ
越
し
の
際
に
は

水
道
課
で
必
ず
使
用
開
始
や
中
止
、

名
義
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
中
止
の
手
続
き
を
忘
れ
て
し
ま

う
と
、
水
道
を
使
っ
て
い
な
く
て
も

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

令
和
５
年
度
、
土
地
価
格
等
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
、
次

の
期
間
で
行
い
ま
す
。
対
象
者
は
、

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の
状

況
や
価
格
な
ど
を
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
期
間
中
の
閲
覧
は
無
料

で
す
。
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対

策
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間　

４
月

　

１
日
土
〜
５
月
31

　

日
水
（
土
日
、
祝

　

日
は
除
き
ま
す
）

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３

月
ま
で
、
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

制
度
で
納
付
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
る
ハ
ガ

キ
で
手
続
き
す
る
こ
と
で
、
４
月
か

ら
令
和
６
年
３
月
（
年
度
途
中
で
卒

業
す
る
場
合
は
そ
の
月
）
ま
で
の
免

除
を
申
請
で
き
ま
す
。
役
場
窓
口
で

４
月
か
ら
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を

申
請
す
る
場
合
は
、
４
月
１
日
以
降

で
な
け
れ
ば
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
住
民
課
保
険
年
金
係

　
（
☎
82
―
５
９
６
６
）

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付
い
た
ま

ま
放
置
し
て
い
る
原
動
機
付
き
バ
イ

ク
（
50
〜
120
C
C
）
や

ト
ラ
ク
タ
ー
が
あ
る
人

は
、
３
月
31
日
金
ま
で

に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

と
印
鑑
を
も
っ
て
、
役
場
住
民
課
税

務
・
滞
納
対
策
係
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
廃
車
手
続
き
を
せ
ず
に
放
置
し

て
い
る
と
、
令
和
５
年
度
も
税
金
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

　

年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
所
在
が

ひ
と
月
以
上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、

そ
の
世
帯
の
人
は
所
在
不
明
に
つ
い

て
の
届
け
出
を
速
や
か
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
提
出
先
は
お
近
く
の

年
金
事
務
所
で
す
。
届
け
出
後
、
受

給
権
者
本
人
の
健
在
を
確
認
し
所
在

が
不
明
な
場
合
は
年
金
の
支
払
い
が

一
時
止
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
年
金
の

支
払
い
が
止
ま
っ
て
い
る
人
の
所
在

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
年
金

の
受
け
取
り
を
再
開
す

る
た
め
の
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
時
間

　

月
曜
＝
８
時
30
分
〜
19
時
、
火
曜

　

〜
金
曜
＝
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、

　

第
２
土
曜
日
＝
９
時
30
分
〜
16
時

※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
開
所
日

は
19
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

Information くらしに役立つ情報満載

お
知
ら
せ

引
っ
越
し
の
際
は

水
道
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

固
定
資
産
税
を

縦
覧
・
閲
覧
し
ま
す

水道で困ったときは
連絡してください
当番月 業者名 連絡先
４、９、２ ㈲筑添建設 ☎ 82-4661
５、10、３ 安藤水工 ☎ 85-0527
６、11 ㈲毛利管工 ☎ 82-1023
７、12 ㈱森下組 ☎ 82-0174
８、１ ㈲畠田建設 ☎ 82-5857

年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
に

な
っ
た
ら
届
け
出
が
必
要
で
す

学
生
特
例
納
付
制
度
を

継
続
す
る
人
は

年
金

税
金

　令和５年度の水道当番
をお知らせします。漏水
や凍結など困ったときは
当番月業者にご連絡くだ
さい。水道メーターより
宅地側の修繕などは、個
人負担となります。

クアハウス休館
　清掃・施設点検などのため
　▶期間　３月22日水～ 26日日
問 クアハウス （☎82-5061）

無
料
ク
ー
ポ
ン
で

婦
人
が
ん
検
診
の
受
診
を

上中元寺ヤマメ釣り大会
　▶とき　４月23日日 ６時30分～
　▶ところ　上中元寺公民館前・田中組集会所前
　参加費など詳しくは４月号でお知らせします。
問 上中元寺青壮年クラブ猪熊さん（☎090-1510-4214）

75歳以上の皆さんへ

年に一度は健康診査を
受けましょう

　後期高齢者医療広域連合では、
被保険者を対象に、健康診査を
実施しています。令和４年４月
末現在の被保険者には、令和４
年５月上旬までに、令和４年５
月以降に75歳になった人には誕
生月に受診票を送付しています。受診を希
望する人は、新型コロナウイルス感染症の
発生状況を踏まえ、事前に電話で医療機関
に相談してください。健診実施医療機関が
分からない場合や、受診票の再発行が必要
な場合は連絡ください。なお再発行には、
１週間程度かかりますのでご注意ください。

◉受診期限　３月31日金
◉負担金　500円
◉持参品　受診票、被保険者証
　またはマイナンバーカード
※被保険者証の代わりにマイナンバーカー
ドが利用できるのは、マイナンバーカード
を被保険者証として利用できる健診実施医
療機関に限ります。　

問 福岡県後期高齢者医療広域連合お問い
 　合わせセンター（☎092-651-3111）

廃
車
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

だ
さ
い

料
ク

ご
ろ
に
送
っ

ら

限
は
、

で
す
。

B
R
T
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン

車
両
試
験
走
行
を
実
施
し
ま
す

年ぼ電性認試

▼
香
典
返
し　

▽
撰
定
ツ
ズ
子
（
中

　

津
野
）
▽
故
馬
場
富
男
（
上
落
合

　

一
）
▽
故
熊
谷
キ
ク
ヱ
（
下
中
元

　

寺
）
▽
故
松
ノ
木
孝
（
峰
地
）
▽

故
宮
平
和
成
（
庄
中
）

　
　
　
（
令
和
５
年
２
月
14
日
現
在
）

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
お
早
め
に

者証

う

広報そえだ２月号の「まちの話題」有川芳仁さんの記事に誤りがあり
ましたので、おわびして訂正します。（正）救急隊長　（誤）救急救命士15　広報そえだ（令和５年３月号）



令
和
５
年
３
月
号

そ
え
だ

2023

◇
印

刷
／

丸
五

印
刷

株
式

会
社

※
広

報
そ

え
だ

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

広報

◇
発

行
／

添
田

町
　

◇
編

集
／

総
務

課
〒

824-0691　
福

岡
県

田
川

郡
添

田
町

大
字

添
田

2151
番

地
　

　
☎

0947- 82-1231　
FA

X
0947-82-2869

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.soeda.fukuoka.jp

　

今
月
は
「
ま
ち
づ

く
り
課
」で
す
。
▼【
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
】
の

主
要
施
策
の
一
つ
、
地

域
交
通
で
は
、
日
田
彦
山
線
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ
こ

ぼ
し
ラ
イ
ン
」
が
今
年
の
夏
運
行
を
開
始
し

ま
す
。
町
は
、
鉄
道
と
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
接
続
駅
と

な
る
添
田
駅
に
一
般
車
両
が
乗
降
し
や
す
い

ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用
道
の
出
発

点
と
な
る
彦
山
駅
に
、
防
災
機
能
を
備
え
た

英
彦
山
の
玄
関
口
に
相
応
し
い
新
駅
舎
の
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
各
駅
周
辺
の
地
域
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
バ

ス
運
行
や
高
齢
者
の
移
動
を
支
援
す
る
タ
ク

シ
ー
助
成
な
ど
２
次
交
通
で
は
、
持
続
可
能

な
地
域
公
共
交
通
に
向
け
交
通
事
業
者
や
関

係
機
関
と
協
議
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
の
促
進
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
「
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
に
登
録

し
、
移
住
・
定
住
希
望
者
に
対
し
空
き
家
バ

ン
ク
な
ど
の
情
報
提
供
や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

支
援
な
ど
き
め
細
か
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行

す
る
地
域
で
、
生
活
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め

津
野
地
域
を
モ
デ
ル
地
区
に
、
地
域
の
困
り

ご
と
解
決
や
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
▼
次
に
【
観

光
振
興
係
】
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
の
祭
り
な
ど
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
町
に
活
気
と
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
、３
月
26
日
の「
そ
え
だ
公
園
桜
ま
つ
り
」

で
は
、
レ
ー
ザ
ー
シ
ョ
ー
や
竹
灯と
う
ろ
う篭
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
に
加
え
、
添
田
町
商
工
会
青
年

部
が
ご
当
地
グ
ル
メ
「
D（
丼
）１
グ
ラ
ン
プ

リ
」
で
盛
り
上
げ
ま
す
。
添
田
公
園
は
、
県

内
有
数
の
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
岩
石

山
に
は
登
山
や
散
策
に
多
く
の
方
が
訪
れ
る

町
民
の
憩
い
の
場
所
で
す
。
昭
和
34
年
の
開

設
か
ら
月
日
を
経
て
随
所
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
周
辺
に
小
中
学
校
の
新
校
舎

が
整
備
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
親

し
ま
れ
愛
さ
れ
る
公
園
と
な
る
よ
う
公
園
長

寿
命
化
計
画
に
沿
っ
て
環
境
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん

裏
の
山
林
に
自
然
共
生
型
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー

ク
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
添
田
」

が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
自
然
を
体
感
し
楽
し
め
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
最
後
に【
歴
史
文
化
財
係
】で
す
。
町
に
は
、

国
指
定
の
重
要
文
化
財
を
は
じ
め
数
多
く
の

有
形
・
無
形
の
指
定
文
化
財
が
存
在
し
ま
す
。

ま
た
各
地
域
に
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る

伝
統
的
活
動
や
歴
史
的
建
造
物
が
残
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
歴
史
文
化
遺
産
を
活
用
し
郷

土
に
誇
り
と
愛
着
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
国
指
定
重
要
文
化
財

中
島
家
住
宅
は
、
文
化
・
芸
能
な
ど
の
発
表

を
通
じ
て
地
域
に
根
差
し
た
歴
史
文
化
の
交

流
拠
点
と
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
町
で
は
、「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
合

言
葉
に
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け
ら

れ
る
・
住
み
た
く
な
る
」
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉防災無線放送内容確認サービス（☎31-5002※１月29日から電話番号が変わっています）火災については、☎42-0119におかけください。

優待期間　４月８日土～４月26日水 
利用料金　◉ AD（アドベンチャー）コース
　　　　　　 　≪難易度高め／身長140cm以上または小学４年生以上≫

　　　　　　通常料金 3,800円→ 1,900円1,900円

　　　　　◉ CP（キャノピー）コース　≪難易度低め／身長110cm以上≫

　　　　　　通常料金 2,800円→ 1,400円1,400円

参加方法　電話予約（☎ 080-3975-4010）
受付開始　４月３日月～（受付時間：９時～17時）
営業時間　９時～17時（最終受付：15時）
注意事項　18歳未満の人は保護者の同伴が必要です。
　　　　　町内在住確認のため、身分証明書（マイ
　　　　　ナンバーカードや運転免許証など）を当日提示してください。

町民優待キャンペーン３

問 株式会社 FOREST DEN （☎ 080-3975-4010）

　現在、道の駅歓遊舎ひこさん裏の山林に、フォレストアドベンチャーの整備を進め
ています。４月29日のオープンに先立ち、町内在住の皆さんにこの施設を楽しんでい
ただくため、町民優待キャンペーンを実施します。フォレストアドベンチャーは、全
国で人気の森林アトラクションです。ぜひ、この機会に体験してください。

おとなもこどもも
　　　　　　　みんなで遊ぼう！

期間中に利用できるのは

町民の皆さんのみ！
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